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野首 和人 (東邦大 ･医 )
桶乳類の喉頭には発声器としての機能が認めら
れている｡しかしこの機能には柾によって差異が
見られるOそこで,機能上の差輿を形態的な差異
としてみいだし,磯雄発現の為の形態形成過程を
明らかにする目的で,rB長日の喉頭の肉眼ならび
に顕微解剖学的観察を試みた｡
本年皮の共同利用研究では,アカゲザル(10頭)
ニホンザル(10頭 ),プラッザモンキー(2頭 ),
シロクロコロブス(2頭 )について検索した｡ホ
ルマリン固定された屍体より摘出した喉97iは脱灰
後荷法によりパラフィン包埋し,招切してH-E
またはelaSticavzulGieson染色を施し一存在す
る軟骨の形状および結合様式について検黙し,ヒ
トおよびこれまでに同様の手法で検索してきた食
虫目･男手目･笹歯目の成杭と対比した｡
今回観察した4位の詔長日に共通して存在した
喉頭軟骨は,甲状軟骨 ･輪状軟骨 ･披裂軟骨･喉
頭蓋軟骨 ･撰状軟骨･小角軟骨の6位でその基質
はいずれもヒトのそれと同一であった｡このうら
甲状軟骨には一部に化骨部が見られた｡個々の喉
頭軟骨の形状には4種問に大きな差異は認められ
ず,性差ならびに個体差も全く存在しなかった｡
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